
茨木市障害者地域自立支援協議会定例会（第 14３回）議事録 

 

令和８年８月 27日（木）10：00～ 

場所：障害福祉センターハートフル         

議事録：あゆむ 

 

 

１ ７月事務局会議の報告について 

【資料①】７月事務局会議議事録 

・[質問]その他にある「地域課題（ヘルパー不足等）の検討」についてはどうなったか？⇒次回事務局会

議で検討する。 

・[質問]「事務局の運営に関することも今後見直しする」とはどういうことか？⇒相談支援体制の再編に付

随して、事務局のメンバー構成が今後変わっていくことも考えられ、運営の見直しを図っていくということ。 

 

２ 定例会メンバーからの報告・意見交換 

【資料②】定例会シート 

事業所連絡会（※補足）防災は地域との関係づくりが大事、保健福祉センターとの交流をきっかけにする。

順次、他の保健福祉センターも回る。 

定例会シート記載以外の部会 

当事者部会・・昨日当事者部会があった。学習会でどんなテーマにするかを考える。防災についてのテー

マにする。吹田市の当事者部会や社協と交流をすることも検討していく。守口市の自立支援協議会の人

が見学に来て、今後当事者部会を立ち上げる参考にしたいとのこと。大阪公立大学院の学生が府内の当

事者部会の研究をするため協力を依頼された。 

・[質問]大阪府内で各市すべてに当事者部会があるのか？⇒堺市、東大阪市、大東市、吹田市など10は

いかないくらい。 

 

３ 令和８年度第１回全体会についての振り返り 

議題 1から議題 4 までの報告を事務局から説明があった。 

詳細については、議事録が完成した後ホームページに載せる。 

 

４ 茨木市障害福祉計画及び障害児福祉計画に係る意見答申検討委員会についての 

振り返り 

8/17 に開催。以下のような意見があった。 

①相談支援体制の再編について 

・相談支援専門員へのフォロー体制が重要ではないか。 

・相談支援部会や事業所連絡会・ソーシャルワーカー部会などで困ったことを話す機会を活用してバーン

アウトを防ぐことが重要。 

・委託・計画・基幹の業務の内容について役割を明確化するだけではなく、グラデーションを付けることが

重要ではないか。 

・計画相談の進め方がわかるような、マニュアルがあればよいのではないか。 

②就労継続支援Ｂ型の適正なサービス基盤の整備について 



・障害のある方が使いたいときにスムーズに制度を使えることが重要。 

・一般就労に向けて福祉的な就労を支援するのが目的だが、基本報酬をとることを目的にしている事業

所が多いのではないか。 

・生活面をサポートして丁寧な支援をしている事業所がそれに見合う報酬に繋がっていないところもある。 

・就 Bの事業所も地域のネットワークに入ってきてもらう必要があるのではないか。 

③共同生活援助の適正なサービス基盤の整備について 

・グループホームの人材不足が課題。 

・本人が地域の住みたいところに暮らすことができることが重要。そのために地域内でグループホームを

選べるようにすることが重要。 

・施設のバリアフリーやクールダウン室などの改修工事の補助があったらいいのではないか。 

④放課後等デイサービスの適正なサービス基盤の整備について 

・放デーが見つからない。特に重度知的障害、強度行動障害の方の行き先がない。総量規制ではなく、条

件付きで認めるほうがいい。 

・送迎ができないような家庭の方が利用できる事業所が減っている。 

[質問] 意見答申検討委員会の内容は共有されるのか？⇒報告をすると思われるが、確認する。 

 

５ その他 

・地域生活支援拠点等の登録に関する報告 

 10/1 より藍野福祉会で「緊急時の受け入れ・対応」、「体験の機会・場」の登録される。 

[質問]拠点登録、しみず、藍野の２か所でよいか？ 

8/1 から慶徳会で登録済。 

・共同事務費について 

相談支援部会の講師にお茶代を共同事務費から出すことの承認依頼。 

・[情報提供] 

 豊中市の新千里北町と新千里南町の小学校があるが、教室が空いていて、民間の生活介護事業所が

入って活用している。どちらも強度行動障害、重度知的障害の方を受け入れている。民間の事業所が重度

障害の方の居場所などハード面を整備するのは難しいが、既存の建物を使えるのはありがたい、と思われ

る。茨木市でも空き教室などを利用して事業を誘致できないか？北幼稚園などは閉園して 2,3 年使って

いない。使わなければ建物はどんどん老朽化する。 

・[発達支援課より]茨木市では空き教室はあまりなく、学童保育室として使う等しているが、学童保育室に

ついても確保が容易ではない状況なので、他の用途での利用は難しいと思われる。空き施設の活用につ

いては、条件が合えば、今後検討していきたい。 

 

 

 

○10月の定例会は、10月 22日（木）10時～ 

催形態：対面とオンラインのハイブリット（予定） 

場所：障害福祉センターハートフル３階 

議事録：藍野療育園 


